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4   マテリアルインフォマティックスの具体化蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
図表２　異種プラットホーム間のデータベース化の概略
Lippmaa助教授による資料を参考に作成
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Group, Inc. の“Combinatorial 
Chemistry: Products & Survice”
によれば、コンビナトリアル化
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C物質材料研究機構 半導体関連材料 COMETプロジェクト（1999年～ 2005年）
C産業技術総合研究所 触媒 市販のソフトをつかったインフォマティックス





科 学 技 術 動 向　2006年 1月号






































































































































科 学 技 術 動 向　2006年 1月号


































































































































科 学 技 術 動 向　2006年 1月号






て、NIST（National Institute of 
Standards and Technology）と
CoSMIC‐IMI（Materials Institute 
for the Combinatorial Sciences 


















































































































6   マテリアルインフォマティックスに関する国際会議 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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